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成 清酒中に 生起す る色調変化の原因解明の一
助 とな した．
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芳香族脂肪酸 の 化学構造 と抗菌性　．（第11報）

武 市 孝　　（徳 島 大 学工 学部 ）

Studies　on 　 the　 Relation　 between　 the　Antimicrobial　 Action　and 　Chemical

　　　　　　　　　 Structure　 of　Aromatic　Fatty　Acids （XI ）

Kazutaka　TAKEIcHI 　 （Facult．　Engin ．，　Tokttshi皿 a　Univ ・）

　　Phenyl國pentadiena1呷皿 alonic 　acid
，　phenyl卩hexatriencarbonic　acid 　and 　pentachloro『

cinnamic 　actd 　were 　prepared　and 　their　antimicrobial 　activities 　against 　ycasts，　molds 　and

bacteria　 were 　 examined ．

　　 The　 results 　 are 　 summarized 　 as 　 f〈）110ws．

　　（1） In　the　same 　 way 　as 　 reported 　previously，　 the　increase　 both　 in　 the　 number 　 of

conjugated 　double　bounds　and 　in　that　of 　carbon 　atoms 　of　a　fatty　acid 　 group　 attached

to 　phenyl　radical 　enhallces 　the 　strength 　of 　antimicrobial 　action ．

　　 （2） Concerning 　the 　 relative 　effectiveness 　of 　 phenyl　 pentadienal　 malonic 　 acid 　and

pheny工hexatrien　carbonic 　acid ，　it　is　as 　well 　valid 　as 　previousJy　reported 　 that　 a 　mono ・
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basic　acid 　is　more 　effective 　than 　 a　dibas呈c　acid ．

　　（3）　The　antimicrobial 　activity 　of 　pentachlorocinnamic　acid 　was 　remarkable 　against

a11　microorganisms 　employed ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 緒　　　　　論

　著者 は さ きに フ
ェ

ニ ー
ル 系

一・−n −一脂肪酸類
lk5）

並 び に ナ フ タ リ ン 系一n一脂 肪酸類 の 抗菌性に つ い て考察 し， 側鎖 の

脂肪酸 の 炭素数の増加 が或 る 程度迄 は 抗菌性 の 増強 に 役立つ こ とを 認め た．又芳香族不飽和脂肪酸 の化学構造全

体 が 共軛系 に な つ て い る もの が ， 同 じ炭素数で あつ て 且 つ 同型の酸類に比 し抗菌力が優 つ て い る こ とに つ い て も

報告 した
2 ， s・ 5， 6）．

　今度は フ ェ ニ
ール 系不飽和脂肪酸の 側 鎖 の 炭 素数を増加 さす と共に 化学構造が共軛系に な つ て い る フ ェ

ニ ール

系 ト リエ ン 酸類 を 合成 し， それ らの 抗菌力がはたして 今迄 報告 した考 え方を裏付 け得 るか 否か を検討 した，

　又今迄 に報告 した ケ イ皮酸の核置換化合物 の 抗菌が
〜

瓦の を総括 し た 結果 ， それ ぞれ 同 じ核位置を置換 した化合
物 ieお い て は総体的に 陰性原子 団 に て 置換 され た 化合物が ， 陽性原子団に て 置換され た化合物よ りも抗菌力が優

れ て い る もの が 多い こ とが 認 め られ ，且 つ Ptリハ ロ ゲ ン フ ェ ノ ール 類が フ ェ
ノ ール よりも遙 か に 抗菌力が 優れ て

い る こ とが報告
11）

され て い るこ とな どの点よ りペ ン タ ク ロ ロ ケ ィ 皮酸 を 合成 して そ の 抗菌力 を試 験 した の で ， そ

れ らの結果に つ い て 報告す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実　験　の　部

　 1．薬 剤 の 製 法

　（1） フ
ェ

ニ ール ペ ン タ ジ
ェ ナ ール マ ロ ン酸 の製造

11）

　
ベ ン ツ ア ル デ ヒ ド （100g｝ を 90％ エ タ ノ ール （400ml ） と30％苛性ソ ーダ溶液 （30ml） の 混合液中に加え ， 激

し く攪 拌 しな が らこ れ に 70％ エ タ ノ ール （4eOml ）中に溶解さ した ク ロ トン ア ル デ ヒ ド （55g）を滴加す る．この

間温 度は 11℃ に 保持す る．反応終了後水に て 希釈 し，硫酸 々 性 に す る と 沈澱が 得 られ る．こ の 沈澱を ニ ーテ ル に

て 抽出し，抽出液は 炭酸 ソーダ溶液並 び に 水 に て 洗浄後芒硝に て 乾燥 さ し， 次に 減圧蒸溜 して 157〜167℃ 112m皿
の 部 分 を と り，再び こ れ を減圧蒸 溜 して 160〜162℃ 112mm の 部分をとる．か くして得られ た 淡褐色粘稠 な フ ェ

ニ ール ペ ン タ ジ
ェ ナ

ー
ル （6g） と マ ロ ン 酸 （4g） とピ リジ ン （4g） と を水浴上 に て 反 応 さ し，反 応 終了後冷希硫

酸中に投 入 し，析出す る沈澱を エ タ ノ ール に て 再結晶 さす と橙黄色 針状晶 の mp 　189〜 190℃ （文献値190℃ ） の

目的物 が 得 られ る，元素分析の 結果 は次の 如 くで あ る，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実 測 値 　 　 計 算 値

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　H ・………・・4 ．79　 　 　 　 4 ．95

　　　　　　　　　　　　　　　　　C ・・・・・・・・・…　68．90　　　　　　　　68．85

　｛2） フ ェ
ニ ール ヘ キ サ ト リエ ン カ ル ボ ン 酸の 製造

13 ）

　〔1｝項 に て 製造 し た フ ェニ
ール ペ ン タ ジ ェ ナ ール マ ロ ン 酸 に 約 2 倍量 の無水酢酸を加え， 120〜 130℃ に 加熱 して

脱炭 酸 を行な い
， 次 に 水及 び エ ーテ ル に て処 理 した 後 ， 希酢酸次に ベ ン ゼ ン に て 再結晶す る と淡黄色の mp188 ・5

〜エ89℃ （文献値189℃ ）の 目的物が得 られ る．元素分析の 結果 は 次 の 如 くで あ る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実 測 値 　 　 計 算 値

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　H ………… 5．81　 　 　 　 6．00

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　C ・・・・・・・・・…　77．76　　　　　　　　78．01

　 （3） ペ ン タ ク ロ ロ ケ イ 皮酸 の 製造
馬 λの

　トル オ r ル （469＞中に 無水塩化 ア ル ミ ニ ウ ム （39） を懸 濁 さ し，そ れ に 塩化 ス ル フ リル （4059） と塩化硫黄

（4．05g） との 混合液 を滴加 し，最 初 は25〜 30℃ に て ，その 後温 度が 降下 し始 め た 時徐 々 に 温度 を上昇さ して 還流

温度に お い て維持 す る と完全 に 固化す る に 至 る．こ の 固化物 よ り過剰の 塩素化剤を水流 ポ ン プに て 除去 した 後 ，

水 を加 え て 塩化 ア ル ミ ニ ウ ム を分解 さ し ， 濾 過 後 ト リク ロ ロ エ チ レ ン に て 結晶化し更に 四 塩化炭素 に て 再結晶す

る とペ ン タ ク ロ 卩 トル オール が 得 られ る．こ の ペ ン タ ク ロ ロ トル オ ール を 225℃ に て 塩素ガ ス に て 塩素化 し，次

に 減圧蒸溜 して 175〜180℃ 111mmの 部分を集 め エ タ ノ ール に て 再結晶す る とペ ン タ ク ロ ロ ベ ン ザール ク ロ ラ イ

ドが 得 られ る．この ペ ン タ ク ロ ロ ベ ン ザール ク ロ ラ イ ドCP　9S％硫酸 に て 加水分解 して ペ ン タ ク ロ ロ ベ ン ツ ア ル デ
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ヒ ドを製し， こ の ペ ン タ ク ロ ロ ペ ン ツ ア ル デ ヒ ド （3．89） に 酢酸 ソ ーダ （Llg ） と無水酢酸 （4・79）を加え170

〜18〔｝ec ｝Cて約60時間反応 さ し， 出来 た ペ ン タ ク ロ ロ ケ ィ皮酸 を ベ ン ゼ ン よ り再結晶 した もの は ，
皿 p　232〜233℃

（文献値23S℃ ） の 白色粉末で あ る．元素分析の 結果は次 の 如 くで あ る．

　　　　実 測 値

H ・・・・・・・・・…　 0．69

C ．………・噛33．7i

（】1，・・・…　＿・・−55。81

計 算 値

　 O．6233

．8055

．55

　 H ．供 試 微 生 物

　本実験 に 使用 した 微生物は前報同様
1）酵母菌と して は 日本醸造協会清酒酵母 6号菌並びic　SaccharoniJves　formo−

sensis （396号菌）， 絲状菌 と して は AsPergUtus　azuamori 　var ル膨 螂 AF −1 並 び に 」劭 吻 螂 ブψ 2π廊
， 細菌として は

thcMus　 subtilis 並 び に Iactabacdius　delbrkckiの 6菌株で あ る，

　 皿［．培　　養　　基

　培養基 と して は前報
1）同様酵母菌並びに絲状菌用と して HENNEBERG の 培地 を，細菌用 と して は加糖 ブ イ ヨ ン

培地を使用 し ， 抗菌性試験に は それ ぞれ の 2％寒天培地 を作つ て実験に供した，

　IV，実　験　方 法

抗菌性識 ま前獅 概 れ そ れ ・ 難 ・ … 一
・レ灘 所期 ・ 嚴 （

m

劉 ・な ・ よ う・ ・れ それ・ 寒

天培地 に 添加 し， 1回殺菌 して 試験に 供 し た ．

　 供試微生物 は酵母菌並 び IC細菌はそれぞれ 24時間前培養 した もの ， 絲状菌 は 1週間前培養 して 着生 した胞子 を

懸濁 さ した もの 1 白金耳宛接種 し，酵母菌並びに 絲状菌 は 30℃
， 細菌は37℃ に お い て培養 した，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実験結 果 及 ひ 考察

　 1．フ ェ ニ
ール 系 ト リエ ン 酸類の抗菌性試験並び に 類縁化合物との抗菌力の 比較

　 フ ェ
ニ ール ペ ン タ ジ ェナ ール マ ロ ン 酸並 び に フ ェ

ニ ール ヘ キ サ ト リエ ン カ ル ボ ン 酸 を合成 し， そ れ らの 抗菌性

試験を行な つ た結果は 第 1表の 如くで，培地の pH は HENNEBERG の培地 は 5．4，加糖 ブ イ ヨ ン 培地 は 5・2に て

試験 に 供 した．

　本実験結果 よ り明らか な 如 くフ ェ
ニ ール ヘ キ サ ト リ エ ン カ ル ボ ン 酸 と こ の 酸 の α

一
位 に カ ル ボ キ シ ル 基を導入 し

た形の フ ェ
＝ 一ル ペ ン タ ジ ＝ ナ ール マ ロ ン酸 との抗菌力の 間に は供試微生物全般に わ た り前者 の方が遙か に 活性

の 大きい こ とが認 め られ た．

　 こ の 点 に 関 して は先報
2
’

5〕 で も報告 した如 く一塩 基酸の 抗菌力 が 二 塩 基酸の それ よ りも勝 つ て い る こ とと軌を

一
に す る もの と思われ る．

　著者 は 緒論 に お い て 述べ た 如 く，芳香族不飽和脂肪酸に お い て は，化学構造 全体が共軛系 とな つ て い て 且 つ 側

鎖 の 炭素数が或 る程度迄 多い もの の 方が 抗菌力が 強大 に な る とい う考 え の もとに 本実験を行な つ た の で あ るが ，

こ こ に 今迄に 報告
1吻 した 類縁化合物 との 抗菌力 を比較 して み る．・

　第 2表 は ケ イ皮酸 ，
シ ン ナ メ ＝

一ル ア ク リル 酸，フ ェ
ニ ール ヘ キサ ト リエ ン カ ル ボ ン 酸並 び に そ れ ぞれ に 対応

す る飽 和 酸 の抗 菌 力 を 比 較 した もの で あ る．

　本表 か ら酵母菌 に対す る抗菌力 は，側 鎖 の 炭素数の 増加 に より明 らか に 増強 され る こ とが認め られ る，しか し

側鎖 の脂肪酸が飽和酸 で あ るの と不飽和酸で あ るの とで は ， 側鎖の炭素数が 少ない 間は 不飽和酸の 方が 優つ て い

る けれ ど も，側 鎖 の炭 素数が フに なつ た C一フ ェニ
ール エ ナ ン ト酸 と フ

ニ
ニ
ール ヘ キ サ ト リ エ ン カ ル ボ ン 酸 との 聞

に は 余 り大 差 は認 め られ な い ，従 つ て 酵母菌 に 対す る芳香族脂肪酸の 抗菌性 に は ， 薬剤の 不飽和度 よ りも側鎖 の

炭素数が よ り大 きく影響す る もの と思 わ れ る，

　絲状菌 に 対す る抗 菌 力 に つ い て も酵母菌 の 場含と類似的 で ，抗菌力 は 炭 累数の 増加に 件 い 増 大 し，且 つ 側 鎖 の

炭 素数が 少 な い 問 は不 飽 和 酸 の 方が 飽 和 酸 よ りも強 力 で あ る が ， 側鎖 の 炭素 数 が 7 に な る と 不飽和酸 と飽和酸 と

の 間に は大差 が 認 め られ な い ．

　細菌類 に 対す る抗菌力は ， 側鎖の 炭素数の 増加が著 し く影響し，且 つ 不 飽和酸で あ る こ との 影響 も著 し く強 い

こ とが 認め られ た ，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（537＞

峯

；

（第11報）

1 ‡

芳香族脂肪酸 の 化学構造 と抗 菌性（武市）

‡1O
 

マ

十1
＋

＋1
£

崋

崋

ま

十ー十し9
十1iの

十「11oら

十iーー

冨
皿車．｛

‡

幸

1崋i
一
〇
 

避
9

避
ミ

竜
，隔
§
q

ー崋19
ー19

崋 1 毟
71 一

十 ilII

主

セ
‡申1

1‡1
頃

oり

「7
申

lt
繍

1

‡1

‡1

　 　 　 　 1 −H
一

一

1 十

1 十

［

92

一禍
・

至
一十・1十1

9

1十
め

一、。
崋1｝十ー

十11

至
。

辛

聰
崋ー

　　I　 l
− −

　　1 崋

創 う

　【

一

耋
越

耄
一

§
§
、

霞

O
 

・。
＋

‡ー

四
崋1

四
崋十ー

一
の【

。
士〒1

O［
冖碑

三、
率

；ー1 崋
め

1

十

圭

1

十1
亠
‡十「一

至
崋

±レ

一嗣

十

‡

Li…一

ー　　　　　
@

｝

　

　

　

　

　

一

　

　　　　コ　
　≧　　

　

5
う

「

･

』

§

q

魯

緊

萎

　

yO
帆

2
頃

圭 三 圭 圭

一

十

@
l十

1
十

十厂 1
ﾐ ら ＝

躯 ー

@ i −1
　

へ 　
　

　 l

G

副

二O

l
劃

：

一

一

一

1

照

　

　　 　

・ ＋ ・ ＋ 　一

@ 　 　ーう
置 一

「一 ．
　 　 　 1 ｝ i2 、麒 § 8 § 覊 钁 “
n 一 剛 cu 　 　 …

1 丶 丶
丶

＼

＼＼．
一、

一一一
一一
「 　

　 　　

　 　
ト

　 　 l

一 1騫§

i創

慧ユ

i

．

l1

1

o

［

：

獄
o

汲

諱
q
二〉

膨

1

：

1

丁

O

　

あ

図

由

聽

1

8

靄【　§

丶
鳳

　
§

こ

一

@ §
丶

［
　

爲

こ

　

8
［

こ

／

（
創

X
．

瘉．
．
秘癢
齷

田

獺

∴

　

t

／

○

@ 　一 ＿ ／ ＝ ＼ 丶 ＿ノ ＝ 8010 − O− O − OIO −



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

武市） 芳香族脂肪酸 の 化学構造 と抗菌性 　 （第 11va（538 ）

1
＋

‡‡
＋

±．
＋

＋

9hl
E 　 l 圭

1 士

【 辛

1 圭 h ≠ 】
1 幸

i 　 ＋ l
il ＋ 「

1 十
　 十

1 ‡

1 十 1 ‡

1 ＋ 1 i ‡

1 十 i 制

＋

亠．
＋

＋

幸
＋

‡十
二障

障

　

一
＋

‡・
＋

‡

O［

め

引り 1 ＋ II ‡ ＿＿ ．−L ±
　 十

1 十

‡〒．
崋

　［幸

一 　 ill lI II　 ヨ　　 　 　 　 　 　 − 1−
　 RII 崋 ． 　 1 崋 l 　 I 崋

LL」 ＿＿
［ 斈

崋
王〒

頃

o 1−−1− 1 i圭r l 耋
1 圭

ま
＋

‡

1

奮

崋

…皿
　

　
一．

侮幸

‡
一．±l
　LI
　　lE

11…　

．u5an 1 幸 1 1 ま一一 ト
　

．
； … 　 ＋ 1

1 ‡
．

　 1 ‡ ；

1 ‡ ， 1 崋 1 ＋ I 　 I ‡

慧
・

ミ
懸

ミ

一

羲
僉

奢
； 1 十 ！一 1−■■■一■■■卩誘一1

コ：
旨

o
困 1 到 IE 　… 1 雲 　ll

1 ］一 1− 1−
1 　 聿 　 i

一
1 ‡

ψ゚
車
　

ω
辛

7
−

E 1 到 ぽ
　 り
1 車

　 tn コ　 　
　
ぢ
　ロ　

　 　
　　

　 @

1 崋 旨 1 崋　 i1

≡ 1
k 9

ゴ
「

1
‡

q
＋

＋

@
　

十

「
　 ⊥

ゆ 　 脯

［11
崋

9 ◎
1 圭

　
ω

1
圭

§

胃

§

、

．

弋

　　v

「　

一

 
B 圭

 
@

ゆ

1

一

．　 ぴ

凶 … 　 十　 　

t ‡． 1

旧 1 ≠ 11 「
II1 十

　
；11

一
　　　　　　

　
1

■ ■ ■

一

■
■ −
−

一 一

一
− v ■

■ Il引 …

… 19 …
： 9 1 ！

め 81i
ξ 　 hl

　 り … 　 肋
　 ； 「崋口崋　…1

i1 三 、 i ・ 　

ｺ 　
  ロ　 　

　 　　　in …1

　 1 幸 十 ［ 十 一

m

崋

1 十
ロ 　

　 　
　 　
げ 耒 旨 1

　

口
＋

111

一

\1

鼈

黶

　 　 　 勧
Kn

犀　 髦
  ： II

1 　 噛 」 §h §

． 爵 『 萎 　 灘 ＋ ＋

一 　

I　 IuT
1

@
　 　

@ 　 　 　 ＋

　 … 　 1 ＋

＋
II 　 − 1 冖 　 　 ！ … 1
十 1 − ． ＿ 1 十 I

I ÷ E 　 十 l l 十
1 十

9 ［
31 十 \ @ …

　
　 　 　

　　 　

　 十 1 ： 1 十

　
　 \ II i 十

　 1

1 十 1 「 舶 一 \ll 卍

．⊥

十

@

\ 江

「 ＋ ！ Y
i

一

1 十 …

lI

\

  − 1 − 1 il 　 I

一 ． 「
11 　．一一1 自E 　1 　十 ‡ 1 { 1 十

@ キ

i ‡

　 1 ＋ 　 ＋ ； 1 ‡ ： 　 1 ＋

  1 ‡ il ＋ 亅 十 1

@1 ‡ ［
　

＿ t ． ＿

　 　

− Q 　 　 　

　 ＿ 1 十

1 ‡ 1 　 1 ＋ 　 十

1 十

@ 　
　 ．

　　
　

　　
　
　

　 　十

n 　
1
‡

＋ 　　

{ 　 1
藺

1
‡

口

　

十1111Ii卍

1
÷

\

1E　
l11i

藹

麟

　
　

Iz

『

　

F
趣

f
蠢

…
M@；

篝

　
．

M080こ 0
ﾟ8

§

個

こ

8

こ

§

ミ

【

8
のこ

8

pQ
3

§
ミ
［

§

亭
っ

＼

蝋

80
鰻嚠

82

＼
開

8

ｱ

O
桾

庸

一

⊃

8鳴
＼
酬

Oめ
ミ

88

≧

8

雲
♪

9
こ

鬱

ダ
撫

瞬

墾
靈

　

 

 

　

　

　
　
　

℃
℃

邸

u

髯

邸口
Φ
〒

宀

口
o

卩

｛匹
心

一
一

」

@

　

℃

り酊溜
口0 』 」 邸 り 口 o 嘱 」鵞尻雪 幽 寡 自 o‘山 　 　　 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（武 市） 芳香族脂肪酸 の 化学構造 と抗 菌牲　（第11報） （539 ）

Pり

第 3 表 は フ ェ
ニ ール ペ ン タ ジ

＝ ナ ール マ ロ ン 酸 とフ
ェ

ニ ール ブ チ ン ジ カ ル ボ ン 酸 の抗菌力を比較 した もの で あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿　る．
・

圭
・

‡一
・

‡

1 圭一「

　 工

‡冖
＋

±

＋

1

．

｛
」

−

崋1 一
圭．

｝

≠TL　

　｝

十ー

軍
‡

旱
‡
。
‡

！．⊥ 虹 ＿一
　 　 　 ‡

ロ
→1

。
＋

‡
ψ
‡置
コ

→

’

− i

＋

＋

十一
十

幸

至
些

’−
i

十 一一 i

　 十

1
十

…

†｛

一一
」
‡

「［

1
厂

…
≡
、。

≡

十

十

十 一

王
＋

‡．

」

L
　 ±一
＝L

一 1

十

十．
＋

1−
一．冖 「

＿ 一．一＿ ＿一、＿＿＿ 1

十

耳

二

十

」

1

「 ＿ 1

8
頃

こ

露
N

こ

8一
こ

署
吋

り

三
×

B」
邸

リ

モ

　

　

　

絹
言
』

嵐
5
護

§
》

こ

§
°。

丶鬥

§
個

こ

80
【
こ

8
嶋

こ

靄
N
丶
剛

8一
こ

　

　

　

　

　

℃嘱
冨
り

石
o
罵

日

簔
。

ぞ
唐

5
ユ

属
診
当
畠

　本表 の 結果か らも芳香族不飽和酸 の 側 鎖

の 炭素数の 増加並 び に 共軛系の 増加 は 供試

微生物全般に わた り抗菌力増強 に 役立 つ こ

とが 認 め られ ， 特 に 細菌に 対す る抗菌力 に

及 ぼ す影響の著しい こ とが認め られ た，

　五，ペ ン タ ク ロ ロ ケ イ皮酸 の 抗 菌 性 試

験

　 ペ ン タ ク ロ ロ ケ イ 皮酸の 抗菌性試験 を行

な つ た結果が第 4 表で あ る．本実験に用 い

た HENNEBERG の 培地 は pH 　5．0，加 糖 ブ

イ ヨ ン培地 の pH は4・8で 試験に 供 した．

　本実験結果よりペ ン タ ク ロ ロ ケ イ皮酸は

供試微生物全般に わ た り強力な抗菌力 を有

し， 特に細菌に対 して は効 力 があ る こ とを

認 め た．

　 な お ケ イ皮酸の 核 に 塩素を置換導入 した

化合物 の抗菌性 に つ い て は先報
s71 °）

に お い

て 報告 したが，そ の 結果 モ ノ ク ロ ロ ケ イ 皮

酸の 中で は m 一化合物が最 も効力が あ り， 二

置 換体で は2．4−■V ク ロ ロ ケ イ 皮酸の み しか

試験 して い な い の で 結論 的 な こ とは述 べ ら

れな い が ， 少な くとも細菌に対す る抗菌力

は モ ノ ク ロ ロ ケ イ皮酸類 よ りも増大す る こ

と が 認 め られ た の で ，こ れ らの 化 合 物 とペ

ン タ ク ロ ロ ケ イ皮酸 の 抗菌力を第 4表 に て

比 較 した，

　 こ の 結果より塩素 に て 核置換 した ケ イ皮

酸誘導体 の 場合 もフ ェ
ノ ール の場合と同様，

塩素の 数が抗菌力増強 に 有効で あ る こ とを

認 め た ．

　　　　　　要　　　　　約

　 フ ェニ
ール ペ ン タ ジ ェ ナ ール マ ロ ン 酸，

フ ェ
ニ ール ヘ キ サ ト リエ ン カル ボ ン酸並 び

に ペ ン タ ク ロ ロ ケ イ皮酸を 合成 し，そ れ ら

の 抗菌力 を酵母菌 ， 絲 状 菌並 び に 細 菌各 2

株 を 用い て 比較 し た 結果

　〔1） 従来の 実験結果 と同様，芳香族脂 肪

酸 の 側鎖の 炭素数 の増加並び に 共軛系 の 増

加 は 抗菌力増強に 有効 で あ る こ と を確認 し

た．

　 〔2）　フ ェ
ニ ー

ル ペ ン タ ジ ェナール マ ロ ン

酸 と フ ェ
ニ ール ヘ キ サ ト Ll　＝ ン カ ル ボ ン 酸

N 工工
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の 抗菌力 を比較 した 結果 ， さきに 報告 した 結果 と 同様
一塩 基酸 の 方が二 塩 基酸 よ りも抗菌力の大きい こ とを 認 め

た．

　（3） ペ ン タ ク ロ ロ ケ イ皮酸 の抗菌力 は供試微生 物全般 に わた り強力で ある こ とを知 つ た，

　本報 告 を 行な うに あ た り御懇篤 な る 御指導並 び に 御校閲を 賜わ つ た 大阪大学照井教授並 び に 寺本教授に 謝意 を
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忽 布 及 び 麦 酒 苦 味 質 に 関 す る 研 究

（第 1 報） Chromatostrip法 1こ よ る 忽布非 結晶性苦味質 の 分画

橋　 本 宏 ・黒 岩 芳 郎 儼 麟麦酒株式 会社研究所）

　　　　　　 Studies　on 　the　Bitter　Substances　of 　Hops 　and 　Beer （1）

　　　　　Fractionation　 ef 　Non −crystalline　Bitter　Substances　of 　Hops　by

　　　　　　　　　　　　　　　the　 Chromat （mstrip 　 Method

Hiroshi　HASHIMOTO 　 and 　Yoshiro　KUROIWA 　CRes．　Labs．　 of 　Kirin　Brewery 　Co ．，　Ltd・）

　　Anew 　chromotographic 　technique 　using 　a 　glass　strip 　coated 　with 　silica 　gel　was 　ap −

pl1ed　to　the　fractionation　ofnon −crystalline 　hopbitter　substances ．　The　chromatogram 　obtained

by　this 　method 　revealed 　that　the　oxidation 　products　of 　lupulone　gave £ ve 　fractions　other

than 　 lupulone（L ，）： they 　 were 　 named 　L
鼠，
　L3，　L ≦，

　L
，
　 and 　L6　in　 due　 order 　of 　Rf　 value

on 　 the　 chromatostrip ．　 There　 appeared 　 f（＞ur 　 fractions，　H ，，
　H3，

　H 杢 aロ d　 Hs　 other 　 than

origlnal 　humulone （H 、）in　the　case 　where 　the　oxidation 　of 　humulone　occurred ．

　　 Lupuloxi皿jc　acid 　and 　lupulenol　were 　not 　produced 　by　the　 autoxidat 至on 　of 　 lupulonc
crysta 玉s

，　 and δ一rcsin 　 was 　 produccd 　from　humulone　 crystals 　 by　 oxldation ．　 It　 was

also 　 recognized 　that δ一resin 　was 　composed ロ ot　of 　a 　single 　substance 　 but　 of 　 three　 com ・

ponents，
　H8

，
　H

‘
and 　H5．

　　Humulone 　crystals 　were 　shown 　to　be　more 　stable 　to　heat　than 　lupulone　crystals ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　忽布 の 苦味質は結晶性 で あ b ， そ の 主要成分で あ る Humulone 並び｝こ Lupulone と ， そ れに 由来す る酸化分

解物 として の 非結晶性苦味質 とに よつ て 構成され て い る．結晶性苦味質即 ち Humulone 及 び Lupulone に 関 し

て は，古 くか ら研 究 の 対 象 と き れ そ の 構造或は 同族体 の 存在 に つ い て も近 年諸種 の 技術 の 導入 に よ つ て 急 速 に 研

究 は進展 して 来た，しか し非結品性苦味質即 ち Soft　resin 或 は Hard 　 resin に 関 して は 殆ん ど見 るべ き成果 は な

く・
1952年 WALKER1 ）が Hard 　 resin に 属す る新苦味質 として 分離 した δ一rcsin の 報告，或 は 1957年 BRoHuLT

等
2）

に よ つ て
ム
Soft　resin に 属す る苦味質 と して HulUPQne と命名 し た 新成分を逆相 ク ロ マ ト法 で 分離 した 報告

に接す る に過 ぎない ．
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